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用されている障害者全体の僅か4.6％となってお
り、民間企業への就職が相当困難な状況にあるこ
とが推察される。これは、前述した平成18年身体
障害児・者実態調査結果においても、視覚障害者
で就業していると回答した81人のうち、43.2％が
自営業となっており、職業別の従事状況は「按
摩・マッサージ・針・灸」が約３割を占めている
ことから、職業キャリアの選択が、健常者や他の
障害者と比較して、限られた状況になっていると
考えられる。
重度の視覚障害者を対象に、職業への移行を取
り扱った研究は、吉田（1997）などがあるが、こ
こで取り上げられている事例は公務員や公務員に
準ずるようなケースが多く、民間企業も僅かに取
り上げられているものの、全体として就労の現状
把握に力点が置かれている。このように、これま
での研究では、職業を得るに至った過程における、
個人のキャリア観や職業観の発達については、あ
まり触れられてこなかった(')。とりわけ、全盲と
いう障害は、日常生活においても様々な危険や困
難を伴っていることは、容易に推察される。それ
にも関わらず、あえて職を得たい（それも民間企
業の正社員として）と志望するには、個人の生き
方やキャリアに対する何らかの思いがあったので
はないかと考えられる。
以下に掲載する全盲の視覚障害者Ｔ君（23歳、
男性）のライフヒストリー(2)は、全盲の大学生
(現在は、社会人）を対象としたものであるが、
障害児・者の研究を意図としたものではなく、キ
ャリア研究を志向している。ここでの目的は、Ｔ
君のキャリア発達において、彼を取り巻く内外の
環境から生じた問題との「せめぎあい」に着目し、
キャリアをデザインする上で、いかにして戦略的
にそれを乗り越えてきたのかを探索することであ
る。
児美川（2007）が指摘するように、ライフヒス
トリー研究が、学問的な方法論としての厳密さに
欠ける危険`性と隣り合わせにあること、それが明
らかにするのが、場合によっては対象者にとって
の「主観的事実」であって「客観的事実」とは限
らないこともありうる。しかし、あえて言うなら
ば、本稿が取り上げる事例は、聞き手である筆者
(キャリアセンター職員）と、元学生としてのT君
には、４年以上に渡る交流があり、彼のキャリア
形成に深く関わった経緯からも、これまでの研究
では踏み込めなかった視点や問題点を、明らかに
することにつながるのではないかと思われる(3)。
キャリアが個人の内面だけで発達するのではな
く、多くの他者との関わりを通じて発達するもの
であるなら、両者の視点から個人のキャリアを再
考することによって、キャリア形成上の問題点が
見えてくることも想定しうるからである。
ⅡＴ君のライフヒストリー
ここでは、本稿でとりあげる全盲の視覚障害者
Ｔ君（男'性、２３歳）について、略歴と生育歴を簡
単に述べておく。
１．Ｔ君の略歴
1985(昭和60年） 巴力l－ぬＯＸ県の山間町
1991成３ １x県官学’
1997（平成9年）
2000（平成12年） 同等側
視覚ロ 五罷硬だ
俔覚障害者の野球の選抜圏
2001１３ 
２００２（平成14年）
2003(平成15年）
見覚障害者パソコン技能検定準優’
害者パソコン技能検定優勝
2007１９ 
２００８（平成20年）
２．Ｔ君のライフヒストリー
Ｔ君は、1985年（昭和60年）２月に、地方の
山々に囲まれた山間部で６人家族の次男として誕
生する。Ｔ君が失明したのは、産まれてすぐの疾
病によってである。
幼少期のＴ君は、全盲というハンディーを抱え
ながらも、兄と一緒になって外で遊びまわるなど、
活発で行動的な`性格の持ち主であった。地元の幼
稚園に親が掛け合ってくれたことにより、健常者
と一緒に通園している。
Ｔ君が、視覚障害者として専門の教育機関で学
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かし、障害者採用にも携わっている。
2008年５月には、長年付き合った彼女と入籍
し、新たに夫としての役割を担うことになった(9)。
そのようなＴ君の現在の目標は、仕事面において、
同僚や先輩社員から「これは彼に任せたら大丈夫」
と思って貰えるような社員になることだと言う。
一方、私生活面では「自分の時間を有意義に過ご
すこと」と述べている。Ｔ君は、仕事柄春先がど
うしても忙しくなり、家庭と仕事のバランスがと
りづらく、体調管理にも不安があると言う。時間
を有効に使うことによって、Ｔ君は趣味だけでな
く、他の人との交流や語学の勉強にも費やしたい
と考えている。
ぴ始めたのは、小学校に入学してからである。彼
は、県立盲学校の小学部に、片道２時間半の道の
りを電車通学していた(4)。その後、Ｔ君が５年生
になった頃から１人で通学しており、翌年には学
校の寮生活も送っている。
中学部への進学については、彼が在籍していた
県立盲学校ではなく、Ｔ君の意思によって東京の
国立大学附属中学校を選んでいる。それに伴い、
Ｔ君は東京でも３年間の１人暮らしを経験してい
る。その後、高校進学の際にも同校の高等部を希
望したものの、入学試験に落ちたことにより地元
の盲学校へ戻って高校生活を送っている。
Ｔ君にとって､高校生活はクラブ活動(野球部)に
全力を費やした３年間であった(5)。練習を重ねた
結果､県の選抜選手にも選ばれている。また、この
頃にはパソコン操作も出来るようになり、県の障
害者技能検定大会では３年連続入賞している(6)。
一方、卒業後の進路について考える契機となっ
たのは､先生がＴ君に｢針｣を勧めたからである(7)。
Ｔ君にとって、それまで漠然としていた進路意識
が現実の問題となり、悩んだ末に大学進学を選択
した。
大学に進学したＴ君は、サークル活動の立ち上
げや一人旅など学生生活を満喫する傍ら、卒業後
の進路を意識した探索行動も積極的に行ってい
る。就職活動は、Ｔ君が当初希望していた地元企
業への就職は叶わなかったものの、見事、日本を
代表する製造メーカーＡ社の総合職として内定を
獲得した。Ｔ君は、就職活動で多くの友知人から
支えてもらったことに感謝し、就職活動を終えた
４年次には、大学のキャリアセンターが募集して
いた学生就職サポーターに応募し、後輩の支援に
も携わっている(8)。
Ｔ君は、Ａ社の入社試験において、障害者も住
みやすい街づくりに貢献したいと考え、都市開発
部門の営業職を希望していた。しかし、彼の配属
先はソフト系事業所の人事部門であった。担当職
務は、新入社員の採用業務が中心となり、説明会
の企画運営や、会社訪問に訪れた学生への対応、
試験の手配などである。また、彼自身の経験を活
ｍＴ君の語りからの検証
ここでは、Ｔ君のキャリア発達について、彼の
自己概念やキャリア意識、職業観に着目しながら
述べていく。また、Ｔ君のキャリア発達過程にお
いて、彼を取り巻く内外の環境から生じた問題と
のせめぎあいに対して、どのように対処してきた
のかを明らかにすることで、キャリアデザイン時
代に求められるものを探索していく。
１．自己概念の発達
自己概念の発達は、キャリア意識や職業観にも
影響すると考えられている('0)。そこで、ここで
は、Ｔ君の幼少期に着目し、自己概念の発達に影
響を与えたと思われる事柄について、彼の語りの
中から整理して述べていく。筆者が彼の幼少期に
着目した理由としては、画一的な学校教育が始ま
る以前の経験や体験が、学校生活やその後の生き
方に影響を与えると考えたためである。
Ｔ君の語りの中で注目すべきは、常に自分を中
心に捉えながら他者との関わりを語っている点で
ある。彼の人生にとって、他者との関わりが欠か
せないものであったことを物語っていると言えよ
う。とりわけ、Ｔ君の自己概念には、幼少期にお
ける家族との関わりが大きな影響を与えたと推察
される。
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ど、聴覚が発達しているんでしょうね。自転車のペ
ダルをこぐ音が壁に跳ね返ってくるから、壁と平行
して走れるんですよ。距離とかが分かるから」
Ｔ君「この頃（幼い頃一白井）の記憶としては、何に
でも挑戦させてくれたことが、－番印象に残ってい
ます。（中略）両親、祖父母は私の好きなように
やらせてくれました。そんな両親や祖父母には、本
当に感謝しています」
幼少期などに、遊びを通じて「自分にも出来た」
という経験や体験を積むことが、自己効力感の育
成につながるケースは、これまでにも一般的に言
われている。しかし、Ｔ君の自転車の事例から示
唆されるのは、視覚障害者が新しい行動を獲得す
る際に、その人独自の感覚（ここでは聴覚を中心
とした）を活かした試行錯誤が行われている点で
ある。バンデューラ（ABandura）によって提唱
された「社会的学習理論」の「学習（learning)」
にあたるものだが、モデリングなどによる観察学
習や保持過程に、視覚障害者は健常者と異なる方
法に置き換えて行われていると考えられる。Ｔ君
は、兄や保育園の友人といった健常者に囲まれて
送った日常生活そのものが、常に自分自身にあっ
た方法を模索し、工夫する習慣を身につけること
につながっていたと考えられる。
Ｔ君の語りからは、彼が幼い頃から家族の愛情
を受けて伸び伸びと育てられていた様子が感じと
れる｡これは、エリクソンのアイデンティティ発
達論('1)に照らせば、乳児期以来の「基本的信頼
感VS不信感」の「基本的信頼感(12)」にあたり、
あるがままの自分を受け止めてくれる他者がいる
という安心感が彼の根底に養われたと考えられ
る。その￣方で、兄に対しては自分と対等、ある
いは近い存在として関係を捉えているように思わ
れる。
Ｔ君「お兄ちゃんに誘われて、外で一緒になって遊んで
いました。何をするにも、お兄ちゃんと同じように
したいと思っていたというよりは、むしろ、お兄ち
ゃんに出来るなら、自分にだって出来るだろうとい
った感じに思っていましたね。（中略）兄にでき
て自分に出来ないのはおかしいと思っていたので、
何でも『やりたい」と言っていたように思います」
Ｔ君「視覚に障害があると、色んなことに対して、それ
なりに興味は沸くのですが、見えない分、自分にど
んな危険が降りかかるのかも分からないため、むや
みに手を伸ばしたりすることは恐怖で出来ないもの
です。それが、自分みたいに、幼い頃から無意識の
うちに色々やらせてもらった人は、出来ないことに
対して、自分なりに工夫して、知らず知らずのうち
に、楽しんでいるんだと思います。そう考えると、
今まで、危険だからと言って、やらせてもらえなか
ったり、出来なかった人が、これから新しく何かに
挑戦してみようかなと思うのは、少し難しいかもし
れません。障害をもっている人でも、健常者と同じ
ように、昔から外で遊んでいた人は、外の遊びが好
きだし、健常者であってもゲームばかりしていると、
外での遊びには積極的で無いというのと同じような
感じでしょうか。小さい頃の生活が、今の生き方に
影響を与えているかと言われれば、私の人生には影
響を与えています」
このような兄との関係は、高田（1991）が「社
会的比較('3)」と述べるように、自分と他者を比
較して考える機会となり、Ｔ君の自己概念を発達
させたと考えられる。また、そういった社会的比
較をＴ君が受け入れられた背景には、家族との基
本的信頼感に加え、兄との遊びや日常生活を通じ
て養われた自己効力感があると言えるのではない
だろうか。
Ｔ君「小さい頃は、お兄ちゃんとよく遊んでいましたよ。
何にも考えていなかったんでしょうね。お兄ちゃん
に誘われて、外で一緒になって遊んでいました。皆
には意外に思われるかも知れませんが、自転車にも
乗っていましたよ。たぶん、自分では分からないけ
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Ｔ君が将来や進路を具体的に考えるようになっ
たのは、高校２年生の時に先生から「針を学べ」
と誘われたことが契機である(16)。当時、視覚障
害者の進路として、３療(17)の，つである「針」
は代表的な就職先である。それにも関わらず、Ｔ
君は、先生から勧められた進路に対して疑問を抱
いている。
この頃、Ｔ君のモデリング対象となったのは、
身近にいた兄や保育園の健常者である。周りがや
っていることに対して、Ｔ君も「やってみたい」
と触発されたのであろう。そこには、Ｔ君が同世
代の健常者とも打ち解けた保育園生活を送ってい
たと推察される。
Ｔ君「普通の保育園に、健常者とともに通えたのも印象
的でした。もし、小さな頃から盲学校に通っていた
ら、健常者とのかかわり方に戸惑ったでしょうし、
「他の人と同じようにやってみよう」という心は芽
生えなかったかもしれません。そうしたなか、保育
園で多くの友達ができ、今も関係のある友人が沢山
います」
Ｔ君「高校２年生の夏ぐらいになると、進路の話になっ
てくるんですけど、目の見えない人の進路って、大
半が針とかマッサージなんですね。高校の先生も
「針やれ、針やれ」って勧めてきましたからね。そ
れが、何かこう、とても嫌で…。自分の進路を自
分で決められないっていうか、決められたことしか
出来ないっていう、それしかないっていうのが納得
できなくて。それで、環境問題に興味を持ち始めて
いたから、地元でそれを学べる大学があったので、
進学を希望しました」
Ｔ君の自己概念の形成には、兄や保育園といっ
た自分が対等と思える関係の中で、彼の中に自然
と芽生えた「自分もやりたい」という思いと、挑
戦した結果「自分にもできる」という自己効力感
の影響があったと考えられる。そうした自己概念
によって、Ｔ君は自身が持つ障害に臆することな
く積極的に他者と関わり、貴重な体験や経験を積
み重ねている。Ｔ君にとって、他者との関わりは、
自分の興味関心の輪を広げ、物事への挑戦を促す
など自分を成長させる貴重な機会であったと言え
よう。
その一方で、そういった機会に恵まれず成長し
た視覚障害者について、Ｔ君が語るように発達の
可塑性にかなりの限界があるように思われる('4)。
そこから示唆されるのは、健常者以上に、視覚障
害者は幼少期の家族や同世代の健常者とのより良
い関係と、遊びを中心とする人生の初期経験が、
その後の自己概念の発達に大きな影響を与える可
能性が考えられることである('5)。
Ｔ君が視覚障害者の代表的な進路とされる「針」
や、進路を自分で選べない状況に対して疑問を抱
いた背景には、彼が多様なソーシャルネットワー
クをもっていた影響があると考えられる。「保育
園での関係が今も続いている」と述ぺているよう
に、健常者を始めとする多くの友人との関わりは、
他者の進路に対する多様な考えや選択理由に触
れ、Ｔ君自身の生き方を考える契機にもなったで
あろう('8)。それは、以下に挙げる彼のコメント
において、「自分も－」と述べていることから、
他者の影響を受けていた様子がうかがえる。
Ｔ君「やっぱり、自分も自分にあった仕事とかしたいし、
自分を活かせるような職業に就きたいと思ったんで
す。それが何かは分からなかったけど、でも、自分
も他の人と同じように、色々な企業を見て選びたい
と思いました」２．キャリア意識の発達
ここでは、彼のキャリア意識がどのように芽生
え、進路に対する探索行動を促していったのかに
ついて述べていく。
Ｔ君の大学進学という選択は、小此木がいう
｢モラトリアム('9)」期間の獲得に他ならない。将
来の職業とは直接関係しない大学（学部）で学び
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ながら、４年間を通して「卒業後の進路」を模索
したいと考えたのであろう(20)。しかし、全盲の
視覚障害者にとって、代表的な職業を選択しなか
ったことは、Ｔ君に少なからず心理的危機感を与
えていた。
り合いの製造業でインターンシップをさせてもらえ
るようになりました。インターンシップに参加する
ことで、そうやって仕事って流れているんだなって
のが、感覚として分かりました。だから、どんな働
き方なら自分にも出来そうかつて考えるようになり
ました。
あと、会社だから利害関係とかあって、そういっ
た一つ一つの働いている様子を見れたことは、とて
も参考になりました。
３年になって、就職のことがやっぱり気になった
ので、大学のキャリアセンターにも顔を出しました。
そこで紹介されたのが、学外のNPO団体でした。そ
こでは、県内の就職情報誌を作っていて、それの学
生記者を募集していました。就職情報誌を作成する
ため、色々な企業へ情報収集に行けるので、障害者
の就職状況を知りたいと思って、応募しました。
でも、その結果、就職活動が始まる前に、かなり
厳しそうだってことは伝わってきましたね。皆さん、
応援はしてくれるんですけど、当社では厳しいって
言われました」
Ｔ君「大学に入って、それまで漠然と針とかはやりたく
ないって思っていたけど、でも本当に企業で働ける
のかって不安がありました。具体的にどんな職業な
ら自分にあうのか、採用してもらえるのか、全く分
からないままでした。だから、卒業後のことを考え
ると、やっぱり不安がありました」
Ｔ君の職業意識の発達を促した１つには、大学
生活においてもこれまでと同様に、ソーシャルネ
ットワークの存在がある。
Ｔ君「大学で知り合った健常者や、障害者であっても自
分の夢に向かって頑張っている人がいて、そういっ
た人と出会うと、自分も頑張ろうと思えるようにな
りました。何にでも一生懸命頑張っている人と会う
と、自分も頑張りたいと思うし、そういった人から
アドバイスを貰うことで、自分の生き方も変わって
きたんだと思う。自分も頑張らなきやって」
Ｔ君の探索行動は、どれも主体的で行動的であ
る。ここでの特徴は、彼が自分の内面と向き合う
以上に、具体的な働き方や採用の可能性を手探り
で掴もうとしているところにある。換言すれば、
それだけＴ君は心理的に追い込まれていたと解釈
できる。
Ｔ君にとって、職業キャリアへの入り口とも言
える就職活動は、３年生の秋ごろから県内で開催
された合同企業説明会に参加したことでスタート
している(2')。これは、地方の文系学部の学生と
しては、非常に早い時期からの就職活動である。
これまでの探索行動に加え、早期から就職活動を
展開した結果、Ｔ君が希望する県内企業への就職
は早い段階で困難だと認識された。そのため、彼
は首都圏を視野に入れた就職活動へと切り替えて
いる。
すなわち、Ｔ君にとってキャリアモデルとなる
ような友人との出会いと、自分の将来に対する心
理的危機感が、職業キャリアの獲得にむけた探索
行動を促した要因として考えられる。その際に、
彼は、周囲の学生から就職活動のノウハウや方法
を吸収したというよりは、自分の夢に向かって頑
張っている姿に共感し、その姿勢を自分の夢の達
成に活かしたと考えられる。
Ｔ君「働く経験をしてみたいと思って、まずアルバイト
を探しました。でも、全盲ということで、アルバイ
トをさせてもらえるところは見つかりませんでし
た。それで、大学３年生の時には、インターンシッ
プに挑戦することにしました。なかなか受け入れて
くれる企業が見つからなかったのですが、教授の知
Ｔ君「就職について、３年生の６月ぐらいから意識しは
じめて、就職活動本番って言われる３年生の１
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じゃないとダメでしよ。それも、何社に送っても送
ってもダメで、その都度、キャリアセンターの職員
や、友達に代筆してもらっていたんです。でも、そ
うやっていると、知らなかった先輩からも、何か手
伝うよって言ってもらえたことは、嬉しかったです
ね。また、なかなか内定が貰えず、就職を諦めそう
になったときに、友達が励ましてくれたことが就職
活動を続けるエネルギーになったと思います」
月ごろには、もう本当に厳しい状況になっていまし
た。精神的にもきつかったです。もう、県内じゃ全
盲の学生を採用してくれそうな企業はないと思えた
ので、東京の企業にも視野を広げていかなきやって
思うようになりました。それで、週２，３回は就職
活動で東京に通っていました。３年生の２月に、東
京の合同企業説明会でＡ社の人事担当者と話をした
際、初めて「４月に選考あるから応募してみてよ」
って言われたんです。ただ、障害者枠での採用が無
かったので(22)、一般の健常者と同じように選考を
受けるわけだから、慌てて勉強しました。
結局、200枚以上、エントリーシートや履歴書を
送ったと思います。就職活動をしてみて感じたのは、
障害者を採用している企業も、実際は全盲の人から
の応募を想定していなかったんじゃないかつてこと
ですね。合同企業説明会を除けば、企業の人に会っ
て、話を聞ける機会すら、なかなかありませんでし
た」
彼は、ソーシャルネットワークという資源を活
用しながらも、採用の可能性については自ら探索
を続け、必要最小限の援助しか受けていない。そ
こには、「自分ならできる」という自己効力感よ
りも、むしろ前例が無いため自分で何とかしなく
てはならないという危機感がはたらいたものと考
えられる。無論、Ｔ君がインターネットによって
自分から情報を収集できたことも影響していると
言える。
視覚障害者のＴ君が、民間企業の総合職に挑戦
したことは、彼の想像を超えて困難なものであっ
たと言えよう。それは、彼が内定を取得した時の
印象を以下のように述べている様子からもうかが
える。
ここで注目すべきは、Ｔ君の就職活動のスタイ
ルが変化していることである。Ｔ君は、就職活動
以前の探索段階では、職業キャリアの獲得に向け
て計画的に取り組んでいる。アルバイト探しに始
まって、インターンシップ、ＮＰＯでの学生記者な
ど、Ｔ君にとって必要とする,情報や経験をその都
度考えて獲得しようと試みている。しかし、彼の
就職活動では、採用の可能性が低いと判断すると、
活動量と活動範囲の拡大によって事態を打開しよ
うと試みている。それは、エントリーシートや履
歴書を200社近く送るなど、企業や働き方を吟味
した就職活動とは言いがたい。そこには、Ｔ君に
とって働きたい仕事や企業を探す以上に、採用し
てくれる可能性が少しでもある企業を探しだすこ
とが優先的課題になっていたからであろう。その
ようなストレスフルな就職活動を続けられた背景
には、彼の強い意思とソーシャルネットワークの
存在がある。
Ｔ君「Ａ社は、選考の進みが早く、受験した翌日には結
果の連絡があり、２週間程度で内定を貰えました。
それまで、凄く長い期間、就職活動をしていたので、
それが嘘みたいな感じで戸惑いました。電話で「内
定ですｊって言われても、『本当に私を採用してい
いんですか？」って、逆に心配になりました。ただ、
自分の働きたいという気持ちを認めてもらえたこと
は、大きな喜びですし、自信になりました」
Ｔ君が述べている内容からも分るが、就職活動
は、「自分も自分らしく働きたい」という自己概
念が大きく影響していると同時に、内定を得るこ
とで自己効力感の獲得や強化にもつながってい
る。特に、Ｔ君にとって内定をもらえたことは、
エリクソンのアイデンティティ発達論に照らせ
ば、「他者からの承認」にあたり、それに基づい
T君「就職活動が始まって、困ったことが沢山ありまし
た。まず、エントリーシートや履歴書。手書き
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て「評価」を得られたことにあたる。
これまで見てきたように、Ｔ君のキャリア意識
の発達には大きく分けて以下の３つの要因が影響
したと考えられる。
ばなかった反面、具体的な職業`情報を得られず、
大学入学時から将来に対する不安感を抱いてい
る。結果的に、彼はそういった不安感を原動力と
して、将来の職業キャリア獲得にむけた探索行動
を繰り広げている。
ここに挙げた３つの要因は、Ｔ君の職業キャリ
アの獲得において相互補完的に機能したと考えら
れる。しかし、例えそれらが機能したからといっ
て、全盲の視覚障害者が必ずしも正規社員として
民間企業等で働けるとは言い難いと言えよう。そ
ういう意味では、視覚障害者が民間企業へ就職を
希望した際には、企業側の障害に対する理解度の
影響を大きく受けると考えられる。それでもＴ君
の事例からは、全盲という視覚障害者であっても
職業キャリアの獲得にむけた探索行動の重要性が
認識されるのではないだろうか。その際に、障害
をもった求職者が他者（特に支援者）ヘ依存的に
なり過ぎず、主体性をもって取り組むことが重要
と考える。それは、障害者であっても、仕事をす
る上で必要な基礎的資質につながりうるものであ
る。そうした能力を視覚障害者が獲得するにあた
って、これまでのような盲学校を中心とした同質
の環境の中でのみ育成するのではなく、異質な環
境と触れ合う機会を提供することが求められてい
るのではないだろうか。そうした環境を通じて、
彼らの自己概念を発達させ、職業選択にも必要と
される自己効力感を高める取り組みが必要だと認
識する。
'①これまでに培われた自己概念
Ｔ君が、自分も健常者と同じように自分らしい
キャリアを歩みたいと思い、職業を得るために探
索行動を繰り広げた背景には、全盲という障害を
あるがまま受け入れたうえで、等身大の自己像を
描けていたことが挙げられる。それは、彼の語り
において、自己を過小評価することなく、むしろ
肯定的に捉えていると思えるニュアンスが多く含
まれている様子からもうかがえる。また、それは
彼の対人関係においても同様のことが言えるだろ
う。
②多様なソーシャルネットワークの存在と活用の
仕方
Ｔ君にとって、障害の有無に限らず幅広い層の
人達と交流したことは、様々な価値観や考え方に
触れることができ、自分の生き方を考える貴重な
示唆を得ている。換言すれば、彼は常に異質性の
中で育ってきたとも言える(23)。Ｔ君にとって、
自分が異質であると意識することは、自己を見つ
め直す契機になったと思われる。その際、周囲の
環境が彼を受け入れたことが、結果的に自己概念
の安定化につながったと推察する。
また、Ｔ君にとってキャリアモデルの存在は、
彼の挑戦意欲を掻き立てている。「自分も負けら
れない」という思いが、彼の職業キャリアの獲得
に向けた探索行動を促している。Ｔ君にとって、
ソーシャルネットワークの存在は、就職活動を行
ううえで、情報源や相談相手、同行、事務手続き
など貴重な資源として活用されている。そうした
資源に対して、彼は依存することなく対等に関わ
っていたことが、結果的に前例の少ない全盲学生
の民間企業（総合職）への就職につながったと考
えられる(24)。
③前例が無いが故の危機感
Ｔ君は、視覚障害者にとって代表的な職業を選
３．職業キャリアの発達
全盲という視覚障害を持ちながらも、民間企業
の総合職として採用されたＴ君の職業人としての
キャリアは、どのように発達していったのか、彼
の語りの中から明らかにしていく。
①職場環境
まず、Ｔ君が就職したＡ社の概要について簡単
に述べておく。Ａ社は、日本を代表する電気機械
メーカーである。グループ企業も多く、グローバ
ルな経営展開を行っている。採用については、本
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彼にとって同期との連帯感が職場における安心感
として重要な役割を担っていた。
一方、Ｔ君が職場で困ったことは、Ａ社が社員
のコミュニケーション活性化運動として取り入れ
た自由なオフィス環境である。これは、社員1人
１人が決まったデスクを持つのではなく、その日
ごとに自由なデスクに座って仕事を行うというも
のである。それによって、Ｔ君は近くに誰が座っ
ているのか分からず、「先輩社員や責任者を探す
際に苦労する」と述べていた。また、「皆さん、
気軽に声をかけてくれるんだけど、こっちは誰だ
か分からないから、すごく気を使いますね」と述
べており、音や音声で周囲の環境を把握するＴ君
にとって、毎日環境が変わることは負担になって
いた。
このように、Ｔ君の職場環境は、彼にとって多
少の負担や不便を感じさせてはいるものの、仕事
配分や人間関係の面において、概ね恵まれた環境
にあると考えられる。
社が一括採用した後、各事業所へ配属している。
それ以外にも、各事業所単位の採用活動も行って
おり、新規学卒者の採用数はグループ全体で約
1,000人規模となっている。Ａ社では、Ｔ君のよう
な全盲の視覚障害者が彼を含めて３名勤務してい
る。
Ｔ君「Ａ社では、視覚障害者が私以外に２人働いていま
す。２人とも本社勤務で、１人は障害者採用を専門
に担当しており、もう１人は、語学が出来るので専
門職として勤務されています。本社以外で、視覚障
害者、それも全盲の社員が配属されたのは、私が初
めてでした。たぶん、面接で『営業やりたい」とか
言っていたぐらいだから、何とかなると思ったんで
しょうね」
彼の語りからは、Ａ社がＴ君を採用するにあた
って、特別に全盲の視覚障害者が働けそうな業務
を事前に精査したとは考えにくい。むしろ、Ｔ君
が「障害者枠ではなく、健常者と同じ一般枠で」
と述べていることから、彼の希望と障害を考慮し、
能力や人柄を参考に配属先を選んだものと考えら
れる。Ｔ君の職業キャリアは、そうした企業側や
他者の配慮も受けながら、健常者と同様に発達し
たと考える。とりわけ、Ｔ君は同期の仲間につい
て「恵まれた」と述べており、内定者の段階から
円滑な人間関係が構築されていた。
②Ｔ君の職務内容と職務能力の発達
Ｔ君は、Ａ社の人事部門に勤務している。そこ
で彼が具体的にどういった職務を担当し、職業キ
ャリアを歩みだしたのかについて述べていく。
まず、Ｔ君が配属された人事部門では、彼の上
司が仕事配分をコントロールしている。彼が主に
担当することになった職務は以下の通りである。Ｔ君「内定者研修のときに、他の内定者と話をしていた
んですけど、皆すごく優秀で、大学も有名大学の出
身者ばっかりなんですよね。だから、自分はここに
いていいのかって思ったりもしましたけど、でも皆
いい人ばかりで、すぐに仲良くなれました。研修後
も、ネット上でやりとりしていて、それで一気に仲
良くなった気がします｡」
Ｔ君「主に採用業務を担当しています。合同企業説明会
の企画、会社訪問をした学生への対応、説明会の受
付、応募書類の整理、面接官の手配、試験結果のヒ
アリングと合否の発送などです。採用業務以外では、
インターンシップの受け入れなども行ったりしてい
ます。また、自分自身が障害者っていうこともあり、
障害者採用なども担当しています｡」また、Ｔ君の配属された部署には、新入社員が
最も多く配属されたこともあり、彼自身も「少し
安心した」と述べている。Ｔ君にとって、「普段
から気軽に話せる存在が近くにいるということ
が、気持ちの面での支えになった」と述べており、
彼が行っている仕事内容からみて、裁量性の高
い働き方をしていると推察される。それは、以下
にあげるＴ君のコメントからも分かるが、企画の
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立案など、これまでの先行研究にあるような全盲
の視覚障害者の働き方とは異なる内容である。
それは、自分自身が採用担当者として障害を持つ
求職者と面談した際に、会社側の思惑と行き違う
ときだと言う。
Ｔ君「仕事を始めて気付いたことは、社会人の仕事って、
自分で企画書を書いて仕事がなりたつってことです
ね。自分から何かをしないと始まらないということ
は、これまで経験したことが無かったので、そのギ
ャップは大きかったです。自分が合同企業説明会の
企画や立案をして、それが上手く回ったとき、一番
ホッとします。そういう経験を通じて、仕事の流れ
というか、コツが掴めてきました。何というか、こ
ういう風にやればいいのかつて分かってきた感じが
します。組織だから、大きな失敗をする前に、先輩
や上司のチェックが入るので防がれますが、小さな
失敗はどうしてもあります。その際には、何でそう
なったのかを考えるようにしています」
Ｔ君「仕事の中で最も辛くなるのは、企業の障害者採用
に対する考え方が見えたときですね。障害の程度の
軽いほうへ、軽いほうへって意識があるみたいで、
そうなってしまうんです。これが、いつも上司とぶ
つかってしまうんです。やっぱり、私としては、大
切なのは重度の障害者であっても社会進出できるよ
うに、環境を整備していく必要があると思っている
からです」
そうした認識の根底には、彼自身も就職活動で
苦労したことが少なからず影響していると思われ
る。
Ｔ君の職業キャリアの発達で注目するべきは、
彼の幼少期のキャリア発達と似通っているところ
である。すなわち、自分から目的意識（目標）を
もって主体的に行動を起こし、小さな達成経験を
積むことが、仕事や自分自身に対する自信につな
がっている。彼にとって、そういった自信が次の
挑戦につながっていくのであろう。それは、上司
や先輩社員のＴ君に対する接し方や仕事の配分に
も、同様のことが言える。言い換えれば、彼の上
司や先輩は、Ｔ君に対する仕事配分を決めあく゛ね
ていたと考えられよう。
T君「就職して、それも自分が採用する立場になって思
うのは、やっぱり、障害者の社会進出には、会社側
の障害者に対する理解が必要だと言うことです。障
害者に対して、何も出来ないと思い込んでいる人も
少なくないと思う。結局、私の就職活動では、試験
を受けさせてもらえた企業は、たった２社でした。
弱視なら話は違ったんでしょうが、全盲となると、
やっぱり難しいって感じが伝わってきました。『パ
ソコンは出来る」って言っても、音声で読み上げる
ソフトのインストールとかが必要になるって言う
と、結局は対応できないって言われて断られること
が多かったです」
Ｔ君「自分が配属された当時、先輩社員が私の仕事とし
て、何をやらしていいのかよく分からないという問
題があったと思う。ただ、私の上司や先輩は、分か
らないからこそ何でもまずやらせてくれました。そ
ういった仕事のさせ方をしているうちに、徐々に上
司や先輩も分かってきたんでしょうね。だんだん、
人と話す仕事を増やしてくれました。他の部署や上
司に連絡調整をする仕事です」
全盲の視覚障害者が民間企業へ就職を希望した
からといって、面接の機会を得ることすら未だ限
定的と言わざるを得ない(25)。そこには、障害者
自身の努力と言うよりは、企業や職場、人事担当
者側の歩み寄りが求められていると考えられる。
その一方で、Ｔ君は自分自身が採用担当者にな
ったことで、企業や社会のみならず障害者自身に
も就業を考える上で、少なからず問題があると認
識するようになっている。Ｔ君は、少しずつ業務知識や仕事の流れを理解
していく一方で、新たな壁にもぶつかっている。
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個人のキャリアが考慮されていないものも少なく
ない。また、民間企業の障害者雇用には、不安定
な雇用契約（例えば契約社員など）も多く、社会
的に不利な条件設定がなされているケースもあ
る。健常者と比べると周囲の理解や配慮も必要と
されるが、それでもＴ君の事例からも分かる通り、
全盲という視覚障害者であっても、本人の努力と
周囲の配慮に支えられながら職務経験を積むこと
によって、健常者と同様に創造的で多様な職務に
も挑戦しうる可能性を十分有しているが認識され
る。また、Ｔ君の事例からは、視覚障害者がそう
いった仕事に従事することで、彼のアイデンティ
ティに社会的な使命感が芽生え、担当職務を通じ
て社会に変革を与えていこうとする様子も認識さ
れた。
Ｔ君「もちろん、障害を持った求職者と関わる中で、求
職者自身にも問題があると思う時もあります。やっ
ぱり、仕事や会社について、分からないなりに自分
で調べて、正確じゃなくても自分なりに何をやりた
いとか言ってくれた方が、周囲も希望を叶えられる
ように頑張れると思う。会社情報だって、色々なと
ころから手に入るし。それに、仕事を求めているわ
りに、その仕事に就きたいという思いが薄いように
感じる。障害を理由にする人もいるけれど、それだ
けじゃないんじゃないかなって思う時がある」
Ｔ君は、障害者が民間企業へ就職することの困
難を十分に理解している。しかし、彼は人事担当
者として１年（実務に就いて半年）が経過した時
点で、障害をもった求職者との面談を極めて客観
的に捉えている様子がうかがえる。ここでの語り
は、彼が闇雲に自分の経験した就職活動と照らし
合わせて語っているのではなく、求職者との会話
を通じて意欲や動機に焦点をあてた内容となって
いる。こういった会話への焦点の当て方や問題意
識の持ち方は、Ｔ君の中に人事担当者としての職
業意識が形成され始めたことが推察される。Ｔ君
は、今後の目標として、「Ａ社の人事部門におい
て必要とされる人材になること」と述べている。
そのために必要なこととして、彼は何らかの専門
`性を身につけたいと考えている。こうした点から
考えて、彼が現在の職務に対して中長期的な展望
を描き出している様子が見て取れる。
ただし、Ａ社では入社３年間を仮配属と位置づ
けており、３年が経過した時点でＴ君を含め新入
社員全員が担当職務について業務報告を行うこと
になっている。Ａ社では、その内容をもとに本配
属が行われるため、Ｔ君自身も職務内容が変わる
可能性があるという。
職業を持つということは、単に生きる糧を得る
だけに留まらず、役割を通じて大きく自己を成長
させる機会にもつながる。それは、視覚障害者で
あっても同様である。企業によっては、障害者の
法定雇用率を充足している場合であっても、ルー
チンワークを中心とした職務となっており、働く
Ⅳ．終わりに
筆者がＴ君との面談を通じて感じたことは、彼
が自身の障害としっかり向かい合い、そしてそれ
をあるがままに受け止めた上で、安定的な自己概
念を持っていることである。今回の研究で取り上
げたＴ君は、目が見えていた時の記憶が無いため、
自己概念が形成された後に失明したケースとは異
なる。それでも、全盲という障害を負いながら健
常者と同じように自分らしいキャリアを希望した
ことに、筆者は彼の中にある特別な思いが強く影
響したのではないかと考えた。しかし、彼のキャ
リアに対する思いは、むしろ誰もが持つ自然な願
望であり、視覚障害者であっても同様に考えるも
のであった。ただ、Ｔ君の場合には職業キャリア
獲得にむけ主体的に探索しており、それを成しえ
た点に違いがある。その要因として、筆者は以下
に挙げる２点が大きく影響したと考える。
①Ｔ君自身が独自に工夫しながら環境に対して
適応的であったこと
彼が周囲の環境に適応するため自らの能力と知
恵を活かして工夫していたことは、彼のキャリア
発達にも応用されたと考えられよう。このような、
環境を理解し、適応するために自らをデザインし
ていくことは、スーパーの「成人のキャリア発達
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の基本概念はアダプタビリテイである」という主
張にも合致すると思われ、ホールやクランポルツ
が、環境や状況に合わせて柔軟に生きていく必要
性を強調していることとも一致する。
②他者へ貢献したいという社会的な使命感が、
早い時期から発達していたこと
筆者から見て、Ｔ君が同世代の健常者と異なっ
ていると思うのは、他者へ貢献したいという社会
的な使命感が、早い時期から発達していたことで
ある。彼が中学生の時に、同級生が寮に引きこも
っていたのに対し、全盲の視覚障害者であるＴ君
が「彼らを介助して外へ連れ出していた」と述べ
ている。そこには、「－度引きこもると外へ出る
のが億劫になり、ますます引きこもってしまう。
その結果、外の世界が怖くなり、外へ出られなく
なる」という危機意識があったからだと言う。大
学では、障害者が孤立していたことに問題意識を
持ち、障害者と健常者が交流できるサークルの立
ち上げを行っている。また、自身の障害を題材に、
県や教育委員会から依頼を受けて小学校で講演活
動も行っている。就職活動を終えた４年次には、
３年生の就職活動支援を行い、就職後は障害者の
社会進出を促進するため上司に働きかけを行って
いる。なかでも講演については、目が見えないこ
との心境や苦悩を言語化して他者へ話さなくては
ならない。大学生という多感な時期に、そういっ
た活動を行うことは、彼のアイデンティティに危
機を与える可能性も考えられる。それにも関わら
ず、彼が講演を始めとするそうした活動を成しえ
た背景には、彼の人生が多くの方からの「励まし」
や「支え」によって成り立っていたこと、それに
対するＴ君の感謝の気持ちが自分も他者に貢献し
たいという思いにつながったことが考えられる。
就職についても、自分らしい生きい方を望む一方、
｢親に、ちょっとでも恩返しをしたいから」とも
述べており、必ずしも自分本位で選んだ訳ではな
いｏ
そう考えると、Ｔ君のキャリア発達は、「自分
もしたい」というニーズの中に、自分だけでなく
他者に対する働きかけを目的とした思いが含まれ
ていたとも考えられる。そういった多面的なニー
ズが、彼のなかで使命感として困難に打ち勝つエ
ネルギーの１つにもなりえたのではないだろう
か。視覚障害者の就職先として歴史的にも３療が
多いのは、他の仕事に就くことが困難であるため、
収入を得るための技術を身につける必要があると
考えられたからである。それに対し、Ｔ君の場合
には自分と他者との関係において、他者へ貢献し
たいという意識の延長線上に社会参加（就職）が
あったと考える。すなわち、彼が障害者であって
も社会貢献したいという意識がキャリア発達に影
響していたということである。
経済がグローバル化するなか、企業を取り巻く
社会環境は厳しさを増しており、経営や生産の効
率が求められている。そういった中、多くの企業
では顧客満足度向上の一環として、ＩＳＯに代表さ
れるように業務の標準化が進められている。それ
に伴い、業務のマニュアル化も進んでいるが、そ
の大半は社員が健常者であることを前提に作成さ
れている。業務をマニュアル化したことにより、
新入社員教育などが効率的に行われるようになっ
たと推察されるが、反面、教育者側の工夫や試行
錯誤する機会は減少した可能性が考えられる。し
かし、Ｔ君が配属された職場の様子からも分かる
が、企業にとって多様な人材を採用することは、
先輩社員や同僚社員にとって、教え方やコミュニ
ケーション等の内省を促し、工夫を意識させる効
果があると言えるのではないだろうか。経済がサ
ービス化した現代において、社員が人との関わり
を再考することは、企業と顧客の関わりにも良い
影響を与える可能性が考えられる。
これまで、障害者の自己概念や自尊心を取り扱
った研究は、障害の受容や日常生活への適応との
関係を明らかにしたものが多かった。Ｔ君のよう
に障害者であっても、社会へ貢献したいという希
望が個人の生き方やキャリア発達に影響を与えて
いることを明らかにしたことに、本研究の意義が
あると思われる。また、視覚障害者（視覚障害者
に限った話ではないが）の就労支援を考える上で、
彼らの中に内在する他者へ関わりたい、貢献した
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いという思いを酒養することの重要性も認識でき
たと考える。
今後、視覚障害者の社会参加を推進する上で、
彼らが日常生活に適応するために行っている工夫
や努力が、企業社会でどのように応用され、成果
として認識されているのかを明らかにしていくこ
とが重要だと考える。
本研究は、全盲の視覚障害者であるＴ君を事例
とした限られた研究である。視覚障害者の中には、
失明した原因や時期が多岐に渡ることから、本研
究では取り扱われなかったキャリア形成上の問題
があることも想定される。今後、より多くの事例
をもとに継続的な研究・検証の必要,性を認識す
る。
音声で読み上げるソフトが開発され、友達とのメー
ルのやりとりが楽しく自然とキーボード操作に慣れ
ている。その結果、パソコン操作が出来るようにな
ったと述べている。
（７）新谷（2000）によると、視覚障害者が３療を
自分の職業として意識し始めた時期として、盲学校
(普通科）に通う生徒の場合、高等部３年の頃が一
番多いと述べている。
（８）私立Ｘ大学では、キャリアセンターが就職活
動を終えた４年生の中から、希望者を募って３年生
の就職活動を支援する取り組みを行っている。こう
した下級生が上級生から学ぶことの効果は就職活動
に限った話ではないが、上西（2006）にあるように、
キャリア教育においてもその効果が指摘されている。
また、効果は、支援する側の先輩学生にもあったと
推察される。
（９）ここで言う役割とは、スーパー（1980）のライ
フ・スペース（ライフ・キャリア・レインボーの役割
軸）のことを指す。
(10）渡辺他（2007）によると、スーパー（1963）は、
｢自己概念とは、個人が自分自身をどのように感じ考
えているか、自分の価値、興味、能力がいかなるもの
かということについて、「個人が主観的に形成してき
た自己についての概念』（主観的自己）と「他者から
の客観的なフィード・バックに基づき自己によって形
成された自己についての概念」（客観的自己）の両者
が､個人の経験を統合して構築されていく概念である。
また、自己概念とは多面的な構造からなっており、キ
ャリアに関する側面がキャリア自己概念であり、キャ
リア発達をとおして形成されていくと考える」と紹介
している。
(11）エリクソンによって「漸成的発達の枠組み」と
名づけられた発達段階のことを指す。人の発達を八つ
の段階に分け、その段階ごとに発達課題があるとして
いる。
(12）養育者との一体感や信頼関係を通して、私たち
が生きていく上で不可欠な、世界に対する基本的な
｢信頼感」の獲得を指す。
(１３）社会的比較とは、自分と他者を比較することで
ある。詳しくは、高田（1991）を参照。
注
（１）中途失明者が、復職を目指す過程などを取り扱
った研究はこれまでにも多くの報告がある。しかし、
生後すぐに失明したような人生経験の希薄な視覚障害
者が、民間企業への就職を目指した過程を取り扱った
ものは非常に少ない。
（２）Ｔ君へのヒアリングは、2008年６月に２度行っ
た。彼の生育暦を時系列に語ってもらい、それを逐語
録に起こした。その後、Ｔ君に内容を確認してもらい、
齪酪の有無を検証している。
（３）本稿のヒアリング対象となったＴ君は、筆者
がキャリアセンター職員として勤務したことのある
大学の学生である。筆者が担当する就職活動支援講
座にＴ君が参加していたことがキッカケとなり、個
別相談を受けるようになった。筆者とＴ君の交流は、
Ｔ君が就職した後も連絡をくれるなど、現在も続い
ている。
（４）母親がＴ君に付き添って学校へ登校していた。
（５）視覚障害者が行う野球は、ソフトボールぐら
いのポールを使い、ポールの中には鈴のようなもの
が入っていて音がなるようになっている。
（６）Ｔ君がパソコンを学びだしたのは、小学校の
時に先生から教わったことがキッカケである。ただ
し、その時のＴ君は幼かったこともあり、興味を持
つには至らなかった。高校に進学した頃、メールを
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(１４）視覚障害者の発達の可塑性を取り扱った研究報
告は脳細胞や視神経などに限られており、人としての
発達については十分な報告がなされていない。しかし、
視覚は五感の中で最も高い情報収集器官であることか
ら、視覚的情報の欠如やそれに伴う行動の制限、模倣
経験の不足などによって、発達に遅れが生じる可能性
が考えられる。また、Ｈｏｍｅ（1985）は、学級での障
害児の地位は低く、障害のないクラスメイトから拒否
される傾向が強いことを見出しいる。このように、人
の成長において不可欠な他者との関わりにおいて、障
害者はその機会を十分に得られていない可能性が考え
られる。また、前述したHomeによると、健常者の障
害者に対する偏見や否定的な態度は、児童期に芽生え
成長すると述べており、障害者が成人以降も同様の機
会を得ることが難しい状況にあると推察される。
(15）視覚障害（その他の障害もそうであるが）のあ
る子どもに対して、親が過保護になってしまい、その
ために障害児が環境へ無関心となり、発達に遅れが生
じる可能性が考えられる。また、他者との関わりの重
要性は、Ｔ君と関わった健常児においても同様のこと
が言える。河内（1996）は、小学校６年生段階の健常
児の障害者に対するイメージ構造は、まだ発達過程で
あり、MorrisonandUrsprung（1987）の「イメージ
が固定しない時期に、障害者の理解を促進させ、障害
児への適切なイメージを持たせることが有意義であ
る」との指摘を継承している。同様に、山内（1984）
も、盲児に対する健常児（小学生）の接触頻度が増加
すれば、盲児に対する彼らのイメージがポジティブに
なることを明らかにしている。このようなポジティブ
な人間関係を通じて、Ｔ君の自己概念は適正に発達し
ていったと考えられる。
(16）県立の盲学校には専攻科といって、按摩・針・
灸などを専門に学ぶコースがある。
(17）一般的には、按摩、マッサージ、指圧、針、灸
をさす。
(１８）キャリア発達における他者との関わりの重要`性
については、マーク・グラノヴェッタ_（1973）を参
照。
(19）もともとは経済学の用語で、「支払猶予期間」を
指す。エリクソン（1959）は、これを青年期の特質を
示すために用い、青年期を心理社会的モラトリアムと
よんだ。青年が、身体面では発達を遂げていても、心
理・社会的には未発達で社会人としての役割を十分に
果たせないと考えたためである。日本でも、小此木が
｢大事なことを引き伸ばしに引き伸ばして、やらない
状態」として紹介している。
(20）平成19年３月卒業者を対象とした「学校基本調
査」（文部科学省）によると、特別支援学校高等部の
卒業者総数は14,284名、内進学者は481名となってい
る。
(21）Ｘ県での障害者の就職は、説明会等が限られて
おり、一般的にはハローワーク等が障害者の雇用促進
運動を展開する秋ごろに就職面談会が行われており、
そこで活動する学生も少なくない。そのため、障害学
生の中には４年生の秋まで就職活動をしない者もお
り、就職の機会を逃す原因にもつながっている。
(22）新規学卒者を対象とした企業の障害者採用は、
健常者とは別に個別対応をしているケースが多い。こ
れは、企業が障害を持つ学生個々の状況に合わせて説
明をしたり、ニーズを把握し担当業務とのマッチング
を考慮する必要があるためと思われる。
(23）Ｔ君にとって、健常者とともに過ごした保育園
や大学生活は、自分自身が障害者であることを意識し
たと思われる。その反面、健常者と同じように学生生
活を送れたことは、視覚障害者が通う盲学校での生活
において、やはり自分自身が異質な存在であると感じ
たと思われる
(24）筆者が調べたところ、県立盲学校の進路実績に
民間企業もいくつか存在しているものの、その多くは
工場などによる定型業務が中心となっており、総合職
の採用実績は皆無に等しい。
(25）視覚障害者の職業について、江戸時代から続く
視覚障害者支援の流れが影響していると考えられる。
視覚障害者は、江戸時代からすでに按摩・針・灸とい
った民間医療業で生計を立てている。それを支えたの
が伝統的な徒弟的な教育制度である。明治期以降に視
覚障害者に対する公的支援として教育によるアプロー
チが実施され、盲学校を中心とした支援が行われるよ
うになった。そのため柏倉（2008）は、日本における
視覚障害者支援は、理療業での自立を目標に取り入れ
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大学大学院キャリアデザイン学研究調査報告2006
ｐ､47～59） 
小此木啓吾１９８１『モラトリアム人間の時代」中央
文庫，中央公論社
柏倉秀克２００８「視覚障害者問題の特質と支援上の
諸問題」（桜花学園大学人文学部研究紀要第10号
2008） 
河内清彦１９９６「視覚障害のある児童とない児童に
対する小学校６年生のイメージの意味構造」（特殊
教育学研究．３４(3)．63-71）
児美川孝一郎・白井章詞２００７「教師として戦前・
戦後を生きる－キャリアデザイン時代に求められ
るもの－」（法政大学教職資格課程年報ＶｏＬ４
ｐ,42～p､61） 
新谷守２０００「日本教育心理学会総会発表論文集
（42）ｐ､311」（日本教育心理学会）
高田利武２００１「社会的比較―その発達過程一」
（三隅二不二・木下富雄「現代社会心理学の発展Ⅱ」
ナカニシヤ出版ｐ,96～pll9）
山内隆久１９８４「視覚障害児に対する態度の受容に
及ぼす対人的接触の効果」（教育心理学研究，３２
(3)，ｐ233～p､237） 
吉田重子１９９７「視覚障害者の就労の現状と課題」
渡辺三枝子・大庭ざよ・岡田昌毅・黒川雅之・中村
恵・藤原美智子「キャリアの心理学」ナカニシヤ
出版
厚生労働省２００６「平成15年度障害者雇用実態調
査」
厚生労働省２００８「平成１８年身体障害児・者実態調
査結果」
文部科学省２００７「平成19年度学校基本調査」
て自立を目指したため、他の職種の就労に結びつきに
くいと述べている。
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